
 
 

 

 
「品質月間特集」 

『長草魂』･･･工場一体となって 

 

  株式会社豊田自動織機 

 

 

 

豊田自動織機は、豊田佐吉が発明･完成した自動織機の製造・販売を目的として、1926

年に創立されました。その後、多角化を進め、繊維機械、自動車(車両、部品)、産業車

両、エレクトロニクス、物流へと事業領域を拡大してきました。 

弊社では、2020 年ビジョンで｢職場力とＴＰＳを基盤として事業に磨きをかけ、世界

最高水準のＳＥＱＣＤを堅持｣することを目標のひとつに掲げ、日々事業活動を行ってい

ます。 

 

 

車両生産を担当する長草工場では、トヨタグループの車両生産工場では一番狭いと言

われる敷地の中で Vitz、RAV4 を年間に３０万台近く生産しています。 

小さな工場ですが、敷地内には生産部門だけでなく、技術部、生産技術部があり、部署

の壁を乗り越え、お互いに協力しながら、自工程完結による品質向上をはかっています。 

～一人ひとりが誇りを持ってものづくり～ 



 

今年、長草工場の強みを再度みつめなおし、一人ひとりが誇りを持ってもらいたいと

いう意図で『長草魂』という言葉を作りました。｢目標に向かって一丸となって進む力｣、

｢当たり前のことを高い意識を持って当たり前に出来る力｣、｢部署の壁を越え共に最高の

クルマを開発する力｣。 

従業員誰もが、ものづくりへの強い想いとこだわりを持ち、お客様に喜ばれる車両生

産に取り組んでいます。 

 

     

 

 

 


